
はじめに

1993060039.TIF

•9,.......,0•’’"’’'＂＇’"’’’’’’’’’’,...,，...,．．．．．．．＇’’’’’’"’’'"'’"’’’’’’’’’’'，.......， ...,’"“”’’"’"“m、.....，．....．,．．．．"'ぃ，．．’＇"h…"．．，..................•へ•9’心,...................．’’“’‘軸•”’'”’"'’"'9』...，．』•.......』•‘^．”’"＂.......,，．．．，．，.,··研究ノート・........,....，..、~～,．．．．．．．．．．叫．

華南経済における労働市場の形成
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はじめに

体制改革以降I})推南経済，とりわけ珠江テルタ

地域においては，高率の経済成長に伴った就業構

造の転換が怠速に進んでいる。 1980年～90年の］0

年間仏束省およひそのうちの農村地域における

第 1次産業就業者の割合は各々70.7:ふ→51.1年，

89.5年→67.7らと20ポイントぐらしヽも低下し． IIIl

期間全国のそれらをはるかに日司った (68.n,→

60.0ら 94.1 笛 •79.4 年）m l) C また珠ir．デルタ地

域に流入した外地の労慟者数は1991年に 300Ji人

以上おり，同地域総人口の 4分の 1にも達する。

これは，労働｝］ I}）弗業間・地域間の移動が発’I• し，

労働力の需給関係を支える労働市場が形成された

ことを意味するにほかならない。

途上国の経済開発過程における労慟力の移動ま

たは労慟市場の問題，特に労働移動のパターン．

就業行動の規定汲琳I.労働iii場の構追．それに貨

金決定と賃金格差等について．多くの理論的実証

的研究成果が洋けられている。なかでも特に注H

に値するものは．たとえば，（1）農村セクターと都

巾セクターの間で発牛する労慟カI})iiわ茫間・地域

『アシア経済』 XXXIV-6(1993.6) 

間移動のメカニズムを説明する二重経済論 (dual-

1stic labor system), (2)農村セクター，都jliインフ

ォーマルセクターおよび都市フォーマルセクター

())3部門構造に基ついた労働移動の確ンやモデル

(probabilistic migration model), (3)労働力の階層間

移動に対して，人的資本より制度的規制の方か甫

要な影響を及ぽし，その根拠は涅なる階屑におけ

る同質の労働者の間に賃金格差が存続することに

ある，とする労働市場の階層化モデル (labormar-

ket segmentatin)，などであるりt2)0

ところで， ごうした労働移動の分析的フレーム

ワークは，帷南経済の労慟市場の構造解ll)jにどこ

まで援用可能であろうか。周知のとおり，今日の

広東省では労働賃金関係の体系的な統計，淵在はほ

とんど行なわれておらず，あるのは一部の行政機

WIの一時調知）みであり，しかも木公開(/)場合か

ほとんどである。したかって， 1；述したような方

法をもって華南経済における人的資本と賃金格差

U)l½I係や労働 rIi場の階府化状況などについての~t

填的分析は不可能に近いといって過言ではない。

本稿では，経済成長と労働力移動に関する従来

の理論仮説を念頭に置きながら，華南経済におけ

る労働市場の甚礎構造や形成メカニズムおよひ運

党状態について，現地調在hi:l)行料およひその他

の資料を基に実証的に究明することを中力な目的と

する。以下まずは， /(rt南労働市場の形成過程や労

慟力0)需給状況などを考察し，労慟市場の基礎構

浩の提示を試みる（第 I節）。次いて労慟供給者の
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Ⅰ　労働市場の形成過程と構造
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竹格や労働市場における労働移動の地域的・部門

的・階層的開放11Lそれに労働関係の制度的側面

を分析し，華南労働市場の特質を明らかにする

（第II節）。続いて労働市場が形成する経済的条件

（地域経済の構辿変化や市場メカニスムの導人）と；lll

疫的条件について検討を行ない，労働市場の形成

メカニズムを明らかにする（第III節）。そして現存

する労働市場の内部運営．特に労慟市場の組織状

況や労働移動の規定要因に焦点を紋って労慟Iti場

の運営メカニズムを論ずる（第w節）。最後にこう

した分析を踏まえたうえで，華南労働市場の形成

メカニズムについての仮説を提ホすると同時に，

現什する問題、点を柏理して本船のむすびに代える。

（注 l) 国家統計局 r中国統計年鑑 199li北点 中

|1.J統社出版H 1991年／広東統，，山『広束統i|り・鑑

叫 l』北｝代 111|l.1統，，t出版社 1991りr

(it 2) Lewis, W. A..、'EconomicDevelopment with 

Unlimited Supplies of Labor," Manchester School 1，f 

l9̀(‘onomic aHIl.、`ocialStudieヽ，第 22巻， 1954W5 I l / 

Todaro, M. I八 “A Model of Labor Migration and 

Urban Unemployment in Less Developed Countries," 

American Economic Revieu'，第59巻第 1号， 1969年3

ll/Bonerjee, B.、“TheRole of the Informal Sector 

in the Migration Process: A T(,s! of Probabilistic 

Migration Models and Labour Markl't Segmenlalion," 

Oxford Economic Papan;,第35巻第3騎， 1983年llH/

Gindling, T. H., "Labor Market Segmentation and the 

Determination of Wages in the Public, Private-For-

ma!, and Informal Sectors in San Jose, Costa 1-?ica," 

松•onomic Deuc/ojnncnt and Cultural Change, Z/B9在弟

3号， 1991年4月／烏居泰彦『経済発展論c：東洋経済新

報社 1979年第 7章。

（注 3) ~fl 者は 1991年 lOJ=l 木から 19911 1月1．．旬にかけて、

仏東省0) 広／i•h1I と仏山市(/)労働怜即;;lil"J, 研究機関，介

洸などに対する現地，凋任を実施しに C 本文の数仙は， i1i

所が明記されていない場合、すべて聞き取り調杏などに

よる。なお，労慟関係の新聞品事は池l：彰英氏iこご提供

lいいた。ここて感謝の意を表したい，
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l 労働市場の形成過程と構造

労働用役か取り寸lきされる場として労働市場が

成立する前提条件は，第 1に労働力か各個人の私

的所イ．iであり，労働用役が個人自ら(/)屈思によっ

て処分できること，第 2に市場メカニズムに従っ

て意思決定を行なえる企業者が存在すること， と

2つある。同時に労餅J力を有するi1本か人間であ

るため，労働市場における労働保護立法の確立や

最低賃金制度，社会福祉保険制度等の整備も健全

な労働巾場にとって必咬小可欠な条件となる川］）C1

その怠味において， 1伯南経済も含めて体制改革以

前の中国経済には労働市場は存在しなかった。 t±

会主義経済体制下における労慟力の私的所有が理

論上古定されていたし，実際にも股村と都市の制

度的分断および都市セクターにおける就職•福

祉・保険の「三位一体システム」の存続かあった

からてある。

しかし，農業生産誼仇制に端を発した改革開放

は農村または農業セクターに堆積していた潜在的

過剰労働力を顕在化させ，労働力の産業間移動を

余儀なくさせるようになった。それらの農業過剰

労働｝］を吸収する受けIILLはいわゆる郷鉛企業であ

り、多くの地域ては「離土不離郷」を特徴づける

農付労働市場が形成されつつあるい華南労働市場

の形成はまさにこの「農村労働市場」を基礎にス

タートしたのである。

1. 華南労働市場形成の 3段階

すてに触れたように，今日の珠ilテルタ地域て

は，労働力の産業IHI移動は当該地域内部にとどま

らず，外地からの流入労働者も大勢含まれ，また

労1動移動の現象は都市セクター内部でも相当の程

度見られるようになってし 1る。ところか，現段階
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に至る過程において労慟市場の形成ぶりは時期に

よって相当異なっていた。大きく分けて見るなら

以下の 3段階がある (it2)0

第 1段階 (1980~84年） ：農村経済改革0)なかで，

郷鎮企業の急速な成長に加えて，沿海開放地域と

指定された珠江テルタ地域には多く 0) 「．ー来一補

介業」（委託JJIl]：補伯貿易を行なう企業）が祁人され

た。そのため，域内の農村過剰労慟力は急ピッチ

で郷鎮企業や「＝来ー補企業」に流出し，ついに

労慟過剰経済から労働1サ足経済への構造転換か発

生し始めた，その際，農村労働力のうち，ごく一

部の扁教育水準の若者の深訓等の経済特別区への

転出があることを除けは，農村労働,ti場における

労慟力の需給関係や就業状況は，ほかの発展農村

地域（たとえば，蘇南モデル地域）のそれとほとん

ど変わらない。すなわち，兼業就業と在‘む通勤を

特徴とする「離I^̂1溝離郷」邸の労慟市場が主流を

なすのである。もちろん，珠江テルタに近接する

後進農村地域から労働者の自発的な流人か，わす

かなからもすでに現われ始めたことを指摘してお

くべきである。

第 2 段階 (198;)~87 り＇） ：この期間改革間放の）Jll

速によって，香港0)加 l̂．業をはじめとする「二米

ー補企業」および「三資企業」（合弁，合作， 1虫資

の企業）の珠江テルタ進出は益々増加し，それに

伴う就業機会の陪加も域内農村の労慟供給を上111|

ごこでは，ごの段階の労働市場は，「離土不離郷j

の枠を突破したことから大きく発展したと見るペ

きであろう。

第 3段階 0988~91年） ：周知のとおり， 1987年

中国は「沿海経済発展戦略」という新しい長期構

想を打ち出し，内外の注目を集めた。その翌年の

1988年から，労働孟要の増加が一屑進んだ背揺的

条件もあってか，珠江デルタヘの労働力移動は何

も近隣地域に限らず｀ほぼ全Iii!の各地域から潮の

ように流れ込み．のち「盲流問題」まで発展した

ほと激しかった。無秩序状態下の過剰な人口流入

は，あとて述べるようにさまざまな問題を引き起

こしたことは事実であるが，この過程において舒

済的利益を追求するための労働力の産業間，地域

間，部門間，階層間での「自由な」移（異）動こそ

が競争的な労働市場の形成にプラスの役割を果た

したに違いないと考えてよかろう。

ところで．珠江デルタ全体について，こうした

労慟巾場形成の 3段階を反映する統ritデータは残

念ながらないので，同地域内の東莞市の状況(il:3)

を示すことにしよう。第 1図からはっきりわかる

ょうに， 1984年までは外地労働者（束莞iii以外か

らの）の年間増加数は 1Ji人前後にすぎず、同巾

第 1図 東莞市外地労慟者流入数の推移

直人）

80 「第1段階-←第 2段階—-「―第 3段階ー

った局面をもたらした，）一部の珠江テルタ出身の 60← 50 : 

(fLIl//9 80 

935ン'’9,：竺：Ii
労慟者は，深訓等の都市セクターヘ活発に移動し，

域内の労働｝］の不足に柏車をかけtこ帰するとこ

ろ，以前のような近隣地域からの自発的な労慟カ

の流入はもはや安定的労働供給を維持しえなくな

り，それに代わって労働力の組織的羽人か必要な

ょうになってきた「その労慟｝）の供給源は主とし

て同じ広東省の珠江デルタ以外の農村地域である。

40~ 

20← 

o~ 
8.9 

11.8 
’’ .. -------

1982 84 

, ＇ 

86 

外地労働者数

』

゜88年 4月 90年 7月

（出所） 東莞市労働服務公司資料より作成。
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の現地労働者に占める外地労働者の割合も低く 10

ぷぐらいで横はい状態だった。しかしその後，外

地労働者の年間増加数は1984~85年間は 6万8000

人， 85~86年間は 3万人にのほり， 86年から90年

7月にかけてはさらに 7万3000人， 6万7000人，

18万人， 20万9800人と加速的に増加する傾向にあ

る。そして現地労慟者に占める外地労慟者の割合

も1984年(/)11.8むから87年の35.3らに．さらに90

年 7 月の96.0~〗；にと高まり，労働巾場における供

給側の構成に質的な変化が生じたことを窺わせるご

2. 労働市場の構造

こうして形成された華南労働市場であるが，そ

の労働力の供給源や労働市場の地域的開放性と職

業的開放性，それに労働市場の階屑性なとからな

る労働市場そのものの構造はどうであろうかC]

華南経済は，途 l．国で見られるような都巾と農

村の 1=._市経済構造」と違って，股Hセクター内

には農業 (ruralfarm)と非農業 (ruralnon-farm), 

そして都市セクター (urbansector)内には国営・

集団営・三資企業 (formalsector)と個人営等の零

細な雑業層 (informalsector)，さらにその卜に農村

セクターと都rfiセクターの関係が付在する，いわ

ゆる［ご階1料-．直経済構造」（汁 4)にその特徴を求

めなけれはならない。これは実に中国経済令休())

構造的特質でもある。

そこで，こうした経済構造によって規定され，

労働市場の構造は，農村労働市場，都市労働市場

および統一労慟市場の 3つから構成されると想定

してしかるべきであろう。それは， 多くの迎 I•田

で検出されたりi労働市場モデルや 3部門労慟l1i

場モデル，それに農業・農村非農業・都市セクタ

一対フォーマル・インフォーマルの分析枠組(it:5)

ともその性格を異にしている。それに中国特有の

「戸口制度」等の労働力の地域間移動に及ぼす影
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響を考え合わせると．華南労働市場の構造を考察

する際，労働J]の ttこる供給源である農村地域は

さらに，（l）珠江デルタ内の農村地域，（2）広東省内

の他地域，（3）広東省外の地域、 と区別されなけれ

ぱならないと思われる。

また労働力の吸収者である非農業セクターに

ついても．介業(})立地や性格からみて，罠村非典

業ーフォーマルセクター（ I), 農村非罠業 イ

ンフォーマルセクター (II)．都市ーフォーマル

セクター (III)，都市ーインフォーマルセクター

(N) と4つのグループかあると考えられよう。

占い換えれば，労働力の需給関係を調整する労働

市場は実に 4つの労働市場ブロックに分けられて

いるのである。

このようにして、華南労働市場の構造およひ各

段階におけるサク働J]移動のパターンは第 2図(/)よ

＼
，
 

～ー
l

9

ー、
9

9

 村

業
農

農

農村

非農業

都市

第 2図 労慟力移動パターンの概念図

第 1段階

国

第2段階 第3段階

7ォーマル インフォーマル フォーマル インフォーマ；し フォーマ！レ インフォーマ9し
セタター セクター セクター セタター セクター セククー

（出所） 社^名作成

（注） ①一｝恥lテルタ内の農村地域，②＝11;束省

内の他地域，（3）—広東省外の地域。

I ＝郷鉛党介業，村営企業および「芝来―—補

企業」。 II 個人経営、合作経営等の苓細介業，

III＝国営．集団経営および「三育企業Jo IV＝個

人経営．合作経営および手工業等の雑業層。

◇一→労働力の供給源と移動方向，◆一→労働市

場階層間の労働力供給御と移動方向c



Ⅱ　労働市場の特質
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うに仮説的に提示されうる。同図では．地域間や の途 t国て観察される土地なし農業人ロ・労働力

労働市場ブロックの間の労慟力の移動方向は矢印 (landless workers)りi1 1iま中国ては存在しないとい

で示されているが，地域内およびプロック内部で

の労働力移動を表わすマークか省略されている。

もちろん， この労働力移動パターンの概念図はあ

くまで労働市場の構造を理解するための手かかり

として多くの細部を省いて描かれたものてある.,

（注 l) I対亮進・小野旭り労働経済点』イ］斐1札l 1972 

年第4意c

OE2) 束莞市委政研宰「東莞市労務輸人的実践与思

考」（『南Jj農村』 1990年第10期） 11~15ページ。

(i t 3) 19 9l |．c 

(iH) 栗林純｝こ「中[t|()）―.,fi経済発展ー［アシア研

究』第37巻第 3サ 1991年6月） 1~28ペーシ，

(i-J: 5) Santiago, C. E.; E. Thorbecke, "A Multi-

sectoral Framework for the Analysis of Labor Mobi-

lity and Development in LDCs : An Application to 

Post war Puerto Rico," Economic Dei-elopment and 

Cultural C加n1;e,第37巻第 1号， 1989年10月参照。

II 労働市場の特質

1. 労働供給者の性格

よく知られているように，中国では農業改革は

人民公社体制下の集団営農システムを崩壊させ，

家族経営の自作農を牛み出したか， t地の集団所

有制がいまでも維持されていることから，今日の

中国農民は一種の準自作農でしかないc 農家か自

t的に七地を売買することが禁ltされているから

である。そのため．農村人rIの絶えざる増加が農

地の零細化を必然的にもたらすにもかかわらす，

農民屑の下Jjへの分解はほとんど発牛しない～

というのは， 1,;Jじ集落もしくはliiJし地域内では，

「農業戸[l」をもつすべての者はだいたい同じ程

度の耕地を与えられることになっているからであ

る。こうした耕作権の制度的保障によって，多く

って過言てない。結局，労働市場のなかの労働者

ぱ以下の性格を有することにならさるをえない。

第 1に，農村労働市場における現地の非農業就

業者のほとんどが兼業就業と在宅通勤という就業

形態をとっている。これは，農家労働者が職探し

のための一次的離職（失業）をしても｀基本的な

牛活が農業所得によって賄われ， したがって，労

働市場における労働力の高移動性がありうること

を意味する。

第2tこ，地域間移動をする非農業就業者は基本

的に個人単位で職探しをし，挙家離村はめったに

ない。それがゆえに地域間の労働力移動に伴う

コストが割合安く，広域労働市場の形成か促され

ると考えられよう c

第3に，華南労働市場における外地労慟者の大

多数は単なる出稼ぎ者ではない。かれらは本籍地

の実家と多少の経済的関連（たとえば，仕送り等）

を保ちながらも書自らの牛活基盤を完全に近いほ

ど勤務先に償いている。 1990年の人ロセンサスに

よると，珠江デルタ地域において戸籍所在地から

離れて 1年以 tたった外地労慟者（「暫住人11」)の

現地人口に占める割合は15.2乞に達し，特にその

うちの深訓市，珠海市および東莞市における同指

標の数値は各々62.1~ゞ9:, 26.8ぷ， 26.0し：と非常に

閥い。また詞地域の外地労慟者は 300万人いると

すれはそのうちの 9割までもいわゆる「暫住人

l ]」なのである。

第4に，第3の必然的結果として外地労働者ぱ

どうしても教育水準の相対的に閥い者かt流をな

す。束莞市1990年の調査結果いi1)によれば｀外地

労働者の 7~8割は30歳以 Fである。また教育水

準は｀閥卒程度以 l..8.5；ぶ中卒程度64.3ぷ，小卒

4I 
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程度23.5~は，文盲等3.7年となっており，広東省農

村労慟力の同指標の9.3乞， 31.5ら 45.5ら 13.7

年に比較すると，前者の著しく高い中卒の比率か

目につく。

第 5に，華南労働市場の外地労働者のうち，女

性は圧倒的多数を占めている。東莞市てはその比

率が6割強，章木頭鎮では 8割にものほる。これ

はおそらく後述する華南経済構造（―て来ー補企

業」，「ーミ資企業」など組み立てや裁縫が多い）の特質

に由来したと考えられよう。

2. 労働市場の地域的・階層的・部門的開放性

ここでいう地域的開放性は第 2図に示された①，

②，③からの農家労慟力が I~IVに流人する際の

難易度を， また階層的開放性は I, II, III, IVの

4つの労働市場ブロックの間で労働力移動かとこ

まで可能かを，さらに部門的開放性は，労慟市場

ブロック内の異なる部門間（たとえは、企業の所有

形態間・産業間・規模間）での労働力移動の可能性

を，判断基準として見ることにする。

一般的に，労働者の就業行動に影響をおよぽす

要因は，賃金格差や就業機会のほかに社会経済的

規範あるいは制度的規制も見逃されてはならない。

それらの関係を定式化すると，労働力移動斌M=

f(W,E,S)が成立する。ただし， Wは給与から

移動に伴うコストを差し寸1いた実質賃金を， Eは

就業機会を， Sは「戸口制度」や労働採用の地元

優遇政策を指す(ii-::l l 0 

この視点をもって華南労慟市場の形成過程の地

域的開放性について，以下の特徴を推察すること

ができよう。つまり，第 l,第 2の段階において｀

珠江デルタ地域と広東省内の他地域に一定の所得

格差が存在し， しかも前者のほうに非農業就業機

会が急速に増加するにもかかわらず、労慟市場の

制度的未組織（情報伝達の遅さ）等が原因て；地域

42 

間の労働力移動は量的に少ないだけでなく，流人

形態もほとんど自発的にならざるをえなかった。

この段階ては労働力の地域間移動はあまり問題に

はなっておらず、その意昧で地域的開放性かある

と見てよい3 この地域的開放性は実際に1989年頃

「盲流問題ーか深刻化するまでに相当高かった。

しかし，「盲流問題」の解決を端緒とした組織

的労働市場の構築、 とくに広東省政府の「先城鎖

後農付，先本地後外地」（農村より都市を，外地より

現地を優先せよ）という都市・地元優先政策い141 

の出現によって，労働力の地域間移動はかなり厳

しく制限を受けるようになった。つまり地域間移

動の難易度から見る場合，地域的開放性はむしろ

低下する方向に向かいつつあると思われる。たた

しこの点たけで，華南労働市場の形成度合があま

り高まっていないと評するのはややナンセンスて

あろうこなぜならは，組織的労働市場は労働人口

の過剰な流人，ひいては急速な都市雑業層の肥大

化・スラム化およびそれらに起因する社会的不安

を事前に除去できるという点て重要な役割を果た

している、 と考えられるからである。

続いて，労慟市場の階層的開放性について述べ

ふ 1991年11月に筆者の現地調査によれは，華南

労働市場における需給関係は，途ヒ国て一般的に

観察されるような農付セクターと都市セクターの

接点に存在するのみならず，労働市場プロック内

の在職者のうち，第 2図に示された I→III, II→ 

I, N→Ill. II→Nのような階層間ての労働力移

動も大勢ある。特に腿味深いのは、それらの移動

は一定の順序に従って行なわれていることてあ

る。すなわち，フォーマルな郷鎮企業あるいはイ

ンフォーマルな都市部門の地元出身者は，言語や

慣留なと社会的要素および優遇政策の影饗を受け

て，一番先にフォーマルな都市部門，特にそのう
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ちの「て資企業」に流人する。そしてそれらの流

出者を補うかのように， まず珠江テルタ以外の省

内労働者，次いで省外の労働者も流れ込んで，労

慟市場の底辺を支える。さらに進んで，珠江テル

タ地域の農業の一部もこの頃域外の農村労慟者に

よって担われつつ．地元の農家はまさに地主的な

存在となってきている。東莞市委弁公宰の調杏報

告書がはっきり示しているように，外地労働者の

多くが従事する仕事は単純かつ重労慟てあり、現

地労働者が敬遠するものはかりである <,i'5IC 

普段，特殊な技術的熟練を必要とする比較的高

度な経済構造のなかで，労働者の企業内異動があ

るにしても，相異なる階層間での移動はむしろ非

常に少ないとされている。しかし．堆南労働市場

において高い階層的開放性かある。それは何故て

あろうか。基本的な原因は，おそらく小規模てし

かも労働集約邸の組み立て加工業の低次元の産業

構造に求められよう。低次元の産業構造は専門的

特化技術をそれほど必要としないからである c

最後に，労働市場の部門的開放性を見てみよう。
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専門的技術の熟練度に対する要求が比較的低い

華南労慟市場において，特に居住地に拘束されな

い外地労働者の場合，賃金水準の格差や職場の条

件に起因する部門間（企業の所有形態間・産業間・

規模間）の移動は相当ある。全体の傾向としては，

苓細かつ低賃金・重労働の個人営企業から三ミ来

ー補企業」と □三資企業」へ，そして職場環境(/)

よくない加工業なと第 2次産業から賃金水準の高

い交通・運輸業，飲食・サーヒス業なと第 3次産

業へと移動する傾向があると指摘されている{:IIi¥,-， 

最も注目に値するのは，都市セクター内でも労

働者の部門間移動か活発化していることである。

ある調査資料によれは，広東省の都市セクターに

おいて，自t的に従事する仕事を辞め新しい職業

を求める労働者（「就業転待業人員C) の人数は，

1988年以前年率22.7~9ゞ：で伸ひていたが， 90年以降

同数値は35ぷと高まり， しかも増大する傾向にあ

る。またその「就業転待業人員」のうち25歳以下

の者は全体の47ぷを占め，部門間の労働力移動が

若年屑に集中していることか窺える。それらの

第 1表

A
J
 

ノ
ー

広東省

年間退職者数

年間退職率

江蘇省

年間退職者数

年間退職率

令国

年間退職者数

年間退職率

広東省都市セクターの退職者数と退職率＊

（単位：万人，％）

＂十 国営部門 1集団営部門 個一人一営五門 臨時的1L'れ
- -- [ 

17.74 3.15 5.3 1.96 7.33 

2.2 i 0.6 2.5 3.4 

(33.6) {23.1) (23.8)' (2 6. 4) (21.1) 

3.7S 0.55 0.84 

0.4 0.1 0.3 
--------,-- -

74.62 11. 94 25.06 

0.5 0.1 0.7 
—一→ー—---. ・ ← →_ 

0.06 

0.3 

2.3 

5.83 

0.9 

31.79 

（出所） 国家統壮局社会統五十Il]船『中国労働J；資統壮年鑑1990~ 北求 中国統計

出版社 1990年。
（注） （l）＊退職率＝就業転待業人員ー：平均就業者数c (2)空欄は不明^ （ふかっこ内

の数値は全国に占める）ム東省の割合。
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「就業転待業人員」が狙っている就職先は主とし

て「三資企業」，金融機関，旅行会社など賃金水

準の高い第 3次産業であり，国営・集団常(J)_[業

企業は特に敬遠されているという。

第 1表は広束省都市セクター内0)‘Yi働移動を労

働者の所属する企業の所有形態別や全liilと江蘇省

と比較してみたものである。ます目につくものは

所有形態を問わず，広東省都市セクターの退職率

（平均就業転待業人数／平均就業者数）は全国のそれ

より 3~4倍， i［蘇省のそれより 5~11倍もrniい，

ということである。 1989年に全国都市セクタ

「就業転待業人員」 74万6200人（年間）のうち，

U) 

仏

東省は17万7400人で全体の23.8ぷを占めている。

また国営部門，集団営部門，個人営部門および臨

時エの「就業転待業人員」に占める広東省の割合

は各々 26.4~',;:, 21.1ぷ， 33.6ぷ， 23.l~はとしヽずれ

も大きい。 退職率を所有形態別にみると．

国営部門の0.6匂より集団営部門の2.5~ゞ9：と個人営

部門の :~.4乞の方がはるかに高く，＂fr1i形態間に

格差が存在することを看取できる。そして，令国

または先進地域である江蘇省の退職率と比較して，

いずれの部門においても広東省のそれが何倍も高

し'o

また，

こうした急増する

繰下げ 27.0；；ふ．

「就業転待業人H」
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―就業転待業人員」は労働の

供給構造に影愕をりえないわけにはおかない J

1989年に都rfiセクター労働者の供給加別構成は，

全国の場合，中卒・高卒・専門学校卒・大卒なと

いわゆる新規卒者39.7吝，都市出身軍人の復員と

軍人幹部の転業3.3年，農村からの雇用者18.2年．

「就業転待業人員」 7.1~ば，前年度の「待業者」の

その他 3.7~·~. となっているのに対

して，｝ム東省(})場合は各々 40.1ら 1.6い 11.lら

26.2ぷ， 2l.0;；, 0. 0しし:と （第 3図参照）， 後名(})

の比率は一段と閥 tヽ わけてあ

第 3図 都市セクター労働力供給源の

構成 (1989年）
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内の失業率（＇待業乎 0」)

39 忽i全国区3広東仁］ iJ蘇

28 

軍人帰化晨村雇用者就業転待業前年度の
人員 待業者

oi直そ

4
 

第 1表と j,ijし。

る。同指標は珠i［テルタ地域においてより閻いと

考えられよう。

経済的利益などを自主的に追求して転職を行な

スっ 「就業転待業人員」の出現と増加は珠江デルタ

地域の都市労働市場が次第に成長しているという

ことを示しているといえる。特に高い退職率が域

()）上昇を引き起こさなか

ったこと（広束省(})「待業率」の 1980年5.1ら→88年

1. 7と→89年2.1乞に対して，全国の「待業率 1 は8(）年

4.9;：．→88年2.0年→89年2.6~こ:;:)と，部門間に大きな

賃金格差が存在すること （「三資企業-等からなる

―その他部門」の産業別 1人当り年間平均賃金を 100

とすれは，国営部門の場合は工業80,建築業68,商

業・サービス業72にそして集団営部門の場合はI業

67,建築業50,I泊棠・サービス業50となっている）か

ら集団営およぴ個人営の転職者は， よりよい職場

（たとえふ「二資企業」）につくことができたと判

断してよかろう。だとすれふ華南労働市場にお

いて労慟市場の部門的開放性は，全国平均もしく

は中部の先進地域（江蘇省）に比較してしよるかに

進んでいると結論つけられよう。

3. 労働市場にかかわる制度的側面

前述したように，健令な労働市場には競侑的話；
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給関係およひそれに基づく賃金の決定メカニズム

と併わせて，労働保護や社会的保障桐祉の諸制度

も整備されなければならない。労働者はかかる制

度に従って労働組合という利益集団の力をもって

自ら享受すべき権利を主張し経営｛則との交渉を行

なうのである。

ところか，珠汀デルタ地域においては，都巾セ

クター， とりわけそのうちのフォーマルな部門に

共産党系統U)労働組合（「エ会」）か制復的に存在

することを除けば．外資企業，「芝来一補企業」，

郷村企業および私営企業には労働組合がほとんど

作られていないのが現状である。

とはいえ．労働関係の制度的規定はまったくな

いわけてはない）労働市場形成の第 3段階に人っ

た1988り9月に，外地労働者の急増，労使関係を

律する制度のイぐ在，およびそれらによった労働問

題の深刻化等に鑑み，広東省第 7同人民代表大会

常務委員会は，「広東省経済特区労働条例j （以下．

「労慟条例j と略す）を制定し，都市セクターのフ

ォーマルな部門以外の労慟者，特に域外からの臨

時的就業名・招約労働者の基本的権利の保護をは

かろうしていたのである旧 7)。たとえは，労働者

の週間労働は 6日を． 1日の就労は 8時間を超え

てはならす，しかも，残業が必要なとき，ー＾定の

割高の時給を支払わなければならないとされてい

る。また労働者の社会保険についても，雁主は労

働管理部門に対して企業内すべての正社員（「合同

.I.」を指す，、臨時扉は除外される）のための生命・

労災・失業吟の保険金を納付しなけれはならない

と規定されている r，実際にはこの「労働条例1 は

深.t/1|，珠海と油頭に限らず珠江デルタのその他地
● 

域にも一般的に適用されているという。

しかし．現実のなかで，「労働条例」はどこまで

効力を持っているのであろうか。華南労働市場の

形成過程および企棠内部（主として「三来→消祉流党」

と私営企業）における労働者の，特に弱い｛f．場に

たたされている外地労働者の苛酷な労働条件と悲

惨な生活環境についての報道は跡を断たない。低

賃金甫労慟．ぁるいは基本的人権侵害等，枚挙に

し)とまかなしヽ ，1

1991年 8月と 9月に， 3つの経済特区をはしめ，

珠江デルタの各地域で「三来ー補」等の介業の就

業状況に関する大規模な実態調査（「労働用T冷丸法

大検査」）が，労働管理部門によって行なわれた。

全体の調査報告書は未見である。深訓市における

「労慟条例ーの執行状況について以下の事実が明

らかとなったぼI!)0

第 1に．「労働条例」に違反する厳しい労働条

件が普遍的に{f在する。日曜・休日なしの企業，

所定の残業時間を大幅に超える (2~ 3倍）にも

かかわらす，残業手当をあまり出さない，あるい

はわすかしか出さない企業，出勤制度が厳しすぎ

る企業（たとえば，残業しない者は無断欠勤と処分

され，月に 2日もしくは年に10Hの無断欠勤があると

解雇処分される。場合によって病気や女性の生理的弗

素もまった＜配慮されない），労働者の基本的人権

が無視される企党（介業内の「保安人員」は内部規

定で労働者に対する体笥i等を行なう）等は，調介企

業の大半を占める。労働者はまるて作業ロポット

のように働くだけである。

第 2tこ｀多くの企業は労働者に対する義務（生

命・労災・失光の保険金(/)納付）を履行しないてい

る。深訓市福田lふの場合． 51.6ぶの企業は労災(})

保険金を支払っていない。同羅湖区には淵｀行対象

労働者の41.3~＇，；は労災保険に加入していないく，全

体としては半分以上の企業が労慟保険に関する

「労働条例」の諸規定を遵守していないことが明

らかとなった。
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こうした制度の形がい化をもたらす原因はさま

ざまあろうが，ここで最も重要な 2つを指摘して

おく。 1つは「三来ー補企業」等の企業労働者の

多くは外地からのいわゆる不法流人者であり，雁

tから強制される苛酷な労働条件に反抗する十分

な力を持っていないことである。それにし iくら苫

しんでいても出身地の状況より少しよいかもしれ

ないという考え，あるいは故郷に帰ろうと思って

も帰れない現実があるので，労働者は厳しい労働

条件に甘んするほかに仕方ない。それに現行の労

慟管理はtとして労働行政に委ねられており，労

働組合の不在ゆえに牛ずる集団交渉力のなさもそ

の一因となっている。

華南労働市場の形成と拡大かあまりにも早かっ

たことを考え合わせると， tで述べたような労使

関係の制度的整備の手遅れや制度の運営卜の諸問

題が避けられがたいかもしれないか，現段階の労

慟市場はまだ健全なものではないと認めざるをえ

ないであろう。

（注 l) 渡辺利火 r開発経済学←』 H本，；1崎扁社 1986年

第 3章。

<it 2) 束莞市委政研宇 前掲論込および貨祖鈴「！ム

束十年来農哭労働力転移的分析」（『南方農村~ 1989年第

6期） 1 ～ 3ヘーシ C

（沖 3) 隅谷・ニ・ぶ｛り｝『アジアの労慟市場二東洋経済新

報社 1971年第 1章第 2節。

（注 4) :珠洵特lメ．報』 1991年 7月25|lC 

（注 5) 束莞Ih委弁公宇，凋研組「束莞1|ij]務輸人的利

弊和対策」（『農村研究』 19874-第 6期） 38~41ベーシ

（注 6) 呉岳争「仏州労慟就業両難問題的分析与対

氣（『穂経‘` 汀llJ1990年第 4期） 55~57ペーシ ’訴沿

1,1息観 1991り:7lllOll。

(it 7） 「深t)l|特1メ報』 1991年11月10lt 

(it 8) l991 |・誌 1991年10月30日と l,ill1月10fl，およ

ひ『油頭特rメ報』 1991年 9月24f 1. 
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III 労働市場の形成メカニズム

蘇南モテル地域の農村労慟市場の特質に比較し

て．労働力移動の部門的・階層的開放性はともか

くとして、労慟市場の地域的開放性においては華

南労働市場のほうかずっと進んでいるといえる。

これらの相違をもたらすマクロ的要因に華南労働

市場における外育からの誘発力や中央政府からの

優遇政策なとがある一方り I・ l)号 ミクロレベルでは，

華南経済の構造的特質こそか労働力の需要構造を

規定し、従来の意味により近い労働市場のメカニ

スムの形成を促したことも大いに注目されるへき

である。

1. 労働市場形成の経済的条件

改革開放初期の珠江テルタ地域では．令人口 1

人当り耕地面積 0.7」二．農村人口 1人当り耕地面

積l、2二，農業就業者 1人峠り耕地面積2.0ことい

う厳しい七地制約は，蘇南モテル地域のそれとい

かなる相違もない。人民公社体制の解体は，農村・

農業の過剰労働力を顕在化させたっしかい人口

の都市集中が制度的に厳しく規制されているなか

で，農村に堆積していた過剰労働力の解消は，農

村経済の構造転換を通して実現されなければなら

ないつまり｀農村改吊による潜在的過剰就業の

顕在化は．労慟市場形成へ向けて内的圧力を形成

するのてあるいi•210

過剰労働力と労働市場とのつながり iよいうま

てもなく郷鎮企業の急速な成長を通じてはじめて

可能となったわけだか，珠江デルタにおける郷鎮

企業の某盤はもともと蘇南地域にまさることなく｀

むしろ改吊開放以前の戦時経済体制の影饗を受け，

大型の近代的産業はあまり成長できす，国の戦略

に取り残されかちであったといっても過言ではな
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い。それでも1980年代以来，域内の過剰労働力か

次第に吸収され，ついに域外の労i動力も大量に導

人せさるをえない状況に至った。その脱因は何た

ったのてあろうかr9

第 1は 1 :．来ー補企業」の急増である 0 198(）年

代半はに人って香港，台湾等アジア NIEsの経済

は，国際経済循環のなかで構造転換を余儀なくさ

れ，労働集約型産業の海外進出を進めざるをえな

いようになった。空地上のメリットや言語，慣習

0)関係，それに，「沿海経済発展戦略」も加わって，

香港介党をはしめ，多くの国・地域から設備や牛

産技術か瓜lテルタに持ち込まれ，組み立てや貿

易加 IM)ような労働集約型産業が、氣速に形成され

拡大していった。いわゆる「両頭在外J （外国の資

本・設備・技術・原材料等の持込みと製品の輸出）の

経済構造は，国内の資本や市場の制約を受けずに

存セしえるいて，労働力さえあればますます発展

していくことは白明の理である。

第2は珠l［テルタが市場別により近い経済構迅

を有することてある。ここには広束省令休の統n|

データしかないが，都市セクターにおける企業数

の所有形態別構成比は，国営66.7~ぶ集団営30.8

らその他2.5年と，全国の平均数値（各々70.7:ふ

29.0ぢと0.7字）と比較すると，広東省都市の非国

営企党は 4ホイントも高い。

-Jj, li；束’省典付セクターの非農業部門につい

ては，第 2表から，t応み取れるように，令lt]または

江蘇省の統計数値に比べると，郷村政府の行政的

拘束を受けずにいられる連営および私営，とりわ

けそのうちの零細な規模て存在てきる「芝項」（建

架業，交通運輸業，商業・飲食・サーピス業）のよ

うな介業は，農村経済の大きなウ J イトを占めて

し)ることかIIJJらかである。

総’l：坪額てみると，広東省の建砲業，交通連輸

業商業・飲食・サーピス業（二三項合it」)の全

1本に占める比率は 27.5~<ン：，江蘇省の同じ指標値

(10.2ぷ）を大幅に 1加lった。また所有形態別牛I充

額の構成ては、広束省の連営・私営の比率は24.4

ぷで江蘇省の9.9らを超え，同時に「三項合11|」の

連営・私営の比率でも，広東省の60.5ぷは礼蘇省

の39.5ごを21ポイント上回ったc

以じの経済構造が就業構造に反映されたものは，

第2表に見るように．広東省農村における郷鎮企

業就業者の35.3;〗；か 1 ：月項」の零細企業におり，

そのうちの75.7年か迎＇慇企業と私営企業に吸収さ

れている。いすれの数伯も江蘇省のそれをはるか

に超えている。

広東省経済のもつ上述した市場型寄りの経済構

造は，労｛動力の需要構造に影響を及ほさないわけ

にはいかない。つまり，経済活動の必要に応じて

自主的に労働行を採川したりすることができる経

済主体（企業）の増加は書競争的労慟市場メカニ

ズムの形成を促進したに違いない。

2. 労働市場形成の制度的条件

中国は，都市改革の一環としも特に国営企業

の活性化を実現させるために． 1986年からlH体制

下の就職，福祉，保険という「三位一体システ

ム」の改革に着手し．「国営企業実行労働合同制

暫定規定」なと「労慟四法」を公布したい以来、

企業およひ労働恨給者双方の選択の範囲の拡大や

企業内賃金制度の合理化など新しい動きか見られ，

1991年末から「就職・医療・住宅」 3制度の徹底

的改革か始められている。中国における労働市場

の形成はようやく本格化の段階に入ったのである。

ところで，全国でのこうした労働制度の改革は，

珠江デルタ地域ては，1eに1970年代末からすてにス

タートしていたのてある。 1979年，珠海特区{i翫

山旅遊中心ははしめて労慟契約制度を導人し、労
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第 2表 郷鎮企業の所有形態別産業別構成 (1990年）
（％） 

郷 営村営連営私

総生産額ベース

全 国

広東 工業

ー：．項

江蘇 工業

＝項

従業員人数ベース

全 国

広束 工業

ご項

江蘇工業

-:_項

:39.6 34囀3 3
 

[
I
 

18.9 100.0 

46.8 28.8 8.2 : 16.2 ・ 72.5 

39_.5'60.5  27.5 

53.2 I 36.9 l. 8 1 8. 1 89. 8 

60. 5 I 39. 5 10. 2 

□/：／□：：ロ
（出所） 農業部郷鎮企業司『中国郷鎮企業統計摘要 199L北京 改革出版社 1991 

年より作成。

（注） 三項＝建築業，交通運輸業，商業・飲食・サーヒス業c

慟管理部門を中心とする労働の需給調悴システム

の廃l卜に踏み切った。翌年，深訓特［メでも労働契

約制度は全ての企業で施行され既存の「固定上一

システムからの転換のための実験か試みられてい

るhi:3)。

珠江デルタ地域において，経済特区で始められ

た労働制度の改吊は，先に見た経済構造の変化に

伴い，外育系企業のみならず，国営・集団営の企

業でも急速に繰り広けられた。広東省では契約労

慟制度は1983年から全面的に施行に移され，全国

のそれより 3年も早かった。改革の結果，企業側

は自らの需要に応じて採用する労働者の数械と質

を決定することかできる一方，労働供給者も自主

的に企業を選ぶ自由を与えられている。それにと

どまらず，在職者の多くはよりよい給与や仕事の

環境を求めて転職することも制度的に保障される

ようになっている。特に，外資系企業の急増が労

慟供給者に多くの選択のチャンスを提供てきるこ

とを念頭におくべきである。
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都市セクターの労働賃金制度に比べると書郷鎮

企業における労慟採用や賃金決定はあくまて占事

者（経営特坪者・郷付の管理機構）に委ねられてお

り｀労働局など労働管理部門の管轄外の事柄てあ

ふそれに郷鎮企業の所有形態 tの性格もあって，

そこにおける固定［や「三位一体システム」の存

在はありえないこその意味からすれぱ，都市セク

ターで行なわれた労働制度の改華は，農村労働市

場と直接的には関係なかったのである。

要するに，改革開放と同時に推し進められた労

慟賃金制度の改革は，都市セクターにおける労慟

市場の形成する背景•条件としてきわめて重要であ

るか，農村労慟市場の形成は、むしろ開放政策に

由来する「三来ー補企業」の急増・ひいては就業

磯会の造出によって促進された會 ということかで

きよう。

（注 1) ！ム束省政府弁公宰絹「経済体制改，用文献

1978~86年」広州 1987年．

（注 2) 陳雄―労務市場」（同噂€育中的広州市場』



Ⅳ　労働市場の運営メカニズム
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海rl 加 1❖i 人民出版社 1986年第 9 章），

(iî 3) ［！歿浮／i1'JJ働［資体制改If，-」 (l,,j111、東いI-

経済体制改ホ研究』広州 中山大学出版社 1990年第

8章）。

w 労働市場の運営メカニズム

1991年ll)l現在｀珠江デルタに滞在する外地労

働者は3(）（））i人とも400万人ともばわれているか，

彼らの本籍地や流人企業の産業別所有形態別の分

布状況，それに流人の経由ルート号等々について

は必ずしも卜分に把握されているとは言いがたい。

特に労働市場の組織状況についてはほとんど明ら

かにな-)てし心なし＼ここでは。若—fd)，淵在＇＃例に

基づき，労働巾場の運行状態の一端U)解lU1を試み

る (i~ I)り

1． 外地労働者の就業状況

珠江デルタヘの流入者のうち，近接の湖南省，

広西自治区，四川省，江西省および福建省は上位

の 5位を占め，各々40万～20万人の労働者を送り

出している 受け人れ先の違いによって外地方働

者の給源別構成は％然異なってくるか，中莞巾U)

調杏によれは、 1990年 7月現在，省外からの労働

者は広東省内他Ihからのそれを t同り， 56.01らに

達した。それに対して， 1985年と86年の仏山市と

東莞市樟木頭鎮の例では，逆に広東省内他市から

の者は全体の 4分の 3以上を占めた（第3表参照）。

そこから 1つ柑察てきることは，近りになって省

外からの流人者の増加によって外地労働者の構成

は次第に外省のほうへ傾斜してきている。 という

ことてある， 9

しかし，同表に示されている外地労働者の産業

別構成から見ると， 1つ興味深い特徴を見いだす

ことができる。すなわち，外地労慟者の受け入れ

先や受け人れ時期を問わず，加工工業に吸収され

た者が最も多く、 52.3~77.6ぷにものぽる。それ

は←三来ー補企業」を中心とする労働集約型の

農村経済構造に起因したものにほかならない。そ

れに農業・林業等第 1次産業の就業者も全体の

4.5~5.8年を占め， 9卒業間移動を伴わない労働）J

の地域間移動として注11に値するものである，9

次いで，外地労働者の構成を所属する企党の所

有形態別から見てみよう，、ここでは仏山市 (1985

年）の資料しかないが．所有形態別の構成を示す

と彎区営企業17.3年，郷営企業24.9~‘ノ：， t寸営企業

32.0ぷ，その他（連営・私営） 25.0；二と，どうも所

有制の次元の低いほうに外地労慟者か集まってく

るかのように見える，，この点は実に後述する労慟

市場の組織状況とも「ll連するが，村営企業，とり

わけ連営・私党企党の場合，労働者を雇うとき lメ

や郷の行政的拘束をあまり受けずにいられるから

である c

2. 労働市場の組織化

経済開発の初期段階では，過剰労働力と二重経

済の存在，それに労働需給を調整する労働巾場の

未組織化もあって，労働供給者の就職行動もしく

は雇主の採）jitH行はあまり効率的なものてはあり

えない。多くの場合，先人者が親戚・知人・ 1口I郷

人と雁主の間を仲介する縁故採用と就職，あるい

は民間の就職ブローカーか労働供給者と雇主との

間で斡旋する就職と採用，あるいは門前募集によ

る就職と採用と，いくつかのパターンが存｛t:する

が，広告による就業淵幣は非常に少ない。それは

tとして組織化された労働調整機構（情報(/)収集

機能を有する）の未粕備に起因すると一般的に衿

えられる (ii:2)0 

珠江テルタの労働市場では，特に外地労働者は

一体とのようなルートを通して流人してきたので
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第 3表 珠江デルタ地域の労働力流入状況
(%) 

-・--・.-............. -~- ·········-~.. ••·--,-----·--------------, 

流：労働:総数（人）／700.OOO l l60,475/716,000 116-/ 

東ア巾、 中莞 lh 仏山市 樟木頭鎖

(199(）年） （1986年） （198S年） （1986年）

~···· . ~---------+--・・・・ 

産業別

加工工業 77. 6 I 52. 3 I 56. 9 : 62. o 

殷業・林業 4.5 ! 5.8 I • 4.8 

建築菜 8.2 I 18. 2 I 12. o I 15. 8 

商業・サービス業・運輸業 4. 1 I 3. 9 I 18. o I 6. 5 

その他 5.6 : 19.7 I 13.1 I 10.9 

流出先別

省内他市から

省外から

43.99 

56.01 

100 75.0 

25.0 

（出所） 東莞Wi委弁公室，仏山市委農村工作部，広東省委立伝部，および東莞r1i労慟服務

公司等の資料より作成。

（注） 布欄は不明9,

あろうか。第 3表に挙げた樟木頭鎮の事例である

が，‘乍亥鉛における外地労働者の流人ルート｝｝ll構

成は，先人者の紹介による者は65.3セント，企業の自

t的葬集による者は15.0~'>,, 知人などの緑故によ

る者は 12.0ら門前綽佑による者は 1.2ぷ，流出

先の関係部門の斡旋による者は 3.5ぶとなってい

る。また同表の東莞市 (1986年） d）＇＃例でも，先

人者の紹介と企業の自主的蒻集は60.0らら民間の

就職プローカーの仲介は20.0年，門前蒻集は4.0し：．

それに労働管罪部門の斡旋は16.（）；、ふとなっている。

この 2つの事例からわかることは，少なくとも

1986年頃まてに珠江テルタ労慟市場における‘}］働

の需給調幣は主として非近代的労慟調整の慣行に

よって行なわれていたごとである。視点を変えて

みれは，労働凋柏機構の木発達は． 1988年以1奇発

牛した「盲流問題」とある程度関係すると思われ

る。

「盲流問題」の発生と深刻化を契機に、労慟市

場の組織化か紅務としてクローズアップされ，

ぅ0

1988年に前述した「労働条例J が打ち出されるこ

とに至ったわけである。それ以来，珠江デルタ地

域と省内他地域，および広東省と省外との協力関

係か結ばれ．労慟力の需要と供給を労i動調整機構

を通して調逹するシステムの構築が進められてい

る。

まず，｝ム束省内において，既付の都ilIセクター

の労働管理を主務とする労働局と併存して，都市

と農村のすべての労働力を対象とする新しい労慟

竹即機構かここ数年急速に整備されつつある。

1991年8月現在，広東省の全ての市・県および85

と(})鎮・郷に「労働服務公司」(/)ネットワークか

出来上かっている。その主たる業務は，求職者の

存録や就職情報の収集・提供．職業訓紬，さらに

地域間の協力など多様な内容に及ぶ(ii:）。ここて

特に指摘しておきたいのは，ここ数年間珠江テル

夕外の省内地域の過剰労働力の吸収および経済開

発にとって．「労働服務公司」のネットワークが

大きな役間を果たしていることである。
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次に，広東省と他省との協力関係（労働者の専

人）は最近「盲流」再発の防止のため強化されつ

つあな 1つに，企業は身分証およひ本籍地の労

働管理機構からの就労証明書を同時に持たない者

を雇ってはならなし)こと，もう 1つに，他省のサi'

働管理機構を通して労働者の経集か行なわれるこ

と， と2つのやり方があるへ四川省との連携関係

を例にとってみJ::う旧 4)い四川省は労働力の組織

的輸出を図って，珠江デルタに労慟管理機構の現

地事務所を設忙iし，広東省の同類機閃から協力を

得，労慟需要の割当情を手にすると同時に，珠江

デルタに滞在する四川省の労働者を統一的に管即

するとともに，必心な法律的保護も遂行している

という。

組織化された労働市場の連営を概念図で示すと，

第4図のようになるりi5)。すなわち，①企業は労

働者をダ｛集するに先立って｀労慟竹理機構に衿集

計画を提出せねはならない。企業は．（2）募集n1|lhi 

の認可を受けると，③域内の求職者か外地の労働

管理機構（広東省と協定のあるもの）を迎して労働

者の募集を行なう。④外地労働者を募集する際＇

第 4図 組織化労働Ih場の概念図

労働管即機構 卜⑥

協
力
関
係

;―----------------------------------; 

＇ l 

丙ツ

]t
、’’①

 

介lt

③ 労働供給者

(3) 9-
---------1―――「――-------------------

④ 

一対定の選定雄準（試験やIfli接など）によって労働者

が選ばれる。そして採用される労働者はまず臨時

_lーーとして慟きながら，企業内の技術訓練や教育を

受ける一方，⑤企業は労働管理機構から正式な書

類を取り付け，⑥それをもって公安部門から労働

者の「臨時戸n」を人手する 2 普通，半年経つと，

企業は「臨時工」としての労慟者を契約エ（正社

員）に変換せねばならない。「喫約＿しになってか

ら，企業は労働者のための労災保険金と労慟管理

費（労働管即部門に 1：納），失業保険金 (tl会労働保

険公司）などを支払わなければならない。これぱ

いわゆる組織化された労働市場())什組みである。

第 4図に示された手続きに従わない場合の労慟採

用は非合法採用とされ（「私招濫扉」），取締りの対

紋となる。

ところが．実際の運営の中で，いわゆる非合法

的なものは多くある。 1991年 8,9月の「労働用エ

執法大検在」によれは，深訓市(I)2055社工業企業

の28万2000人のうち，違法者の比率は 2割近くに

達し、また，性殖や建槃業，飲復・サーヒス業お

よび私営企業の場合．同比率は40~60~はと推定さ

れている旧（））。こうした現象を牛み出した最も菫

要な原因に，私営や連営のような零細かつ多数の

企業か大きな吸収源として存在すること，企業は

符押費や各種の保険金の納付を避けるために無許

可の募集をひそかに行なうこと．「臨時エ」のま

ま，あるいは保険に加人しなくても私営企業など

に就職したいという外地労働者の意思が強いこと．

さらにこういう外地労働者をひそかに連れ込む就

職フローカーか活発に絆旋すること (it7 i, 庁^が考

えられよう。

外地の労働社'・t1I'機構 ¥、・!) 方働供給者

（出1りi) 筆行作成c

<itl) 東莞市委弁公室調研組 前掲論文／東莞市委

政li/f室 前掲論文／趙紹柑他「従仏Illlh農村行加速農村

5 I 
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労働力転移的幾個問題」ド農村研究』 1986年第 5期）

56~59ページ／顧作義「一支発展商品経済的進行力ht」

（『牒H研究』 1987り第 5期） 39~41ペーシ，

(ii 2) 11-'l!，谷，iij掲内第 1章第 2節

(it3) lII城晩報』 1991年 8月24Hぃ

(l i: 4) i1 1, i息ll-ヽ｝報』 1991 年 7JJ41!/ ／― •9：と民 II 報』

199P卜11/J:'i II. 

（注 5) 『深訓特IX点め 1991年9月2411/1洋羊城晩報』

1991年1ll 1 6 1 1c 

（沖． 6) 『深月II特IX屑り 1991年10月30H,同11月IOH

と11月24H。

(i i• 7) 『i,：息，ll、i報』 1991年 9112211 

むすび

周知のとおり，資本市場や技術市場に比較する

と，労慟市場の形成は最も難しいc 人口もしくは

労働供給者については，他の生産要素と異なって｀

産業間の移動， とりわけ地域間の移動がさまざま

な非経済的ファクター（制度，慣習呼）の制約を受

けるため桐J単にはできないというわけてある｛）そ

の意味から，本稿で明らかにした柏r竹労働l1i場は

健全なものにはまだ成長できないでいるものの，

経済構造の変化に伴い，産業間、地域間および部

門間における労働力の移動が盛んに行なわれるこ

とは，労慟の需給関係を調幣する労働市場が一応

形成されてしヽることを意味するに他ならない，と

りわけ，経済間発過程における労働｝］の移動問題

について(/), 1はしめに」においてパ及した既仔

の研究成果と関連して，華南労慟市場の形成メカ

ニズムについては以下の暫定的な結論を提示して

おきたい。

「二階層二重構造」を特徴づけられる華南経済

においては, I :^ 来ー補企業」およひ「：f 行介党」

など市場淵節パリの企業が急速に成長するにつれ，

労働力の高給ハランスは地域内部ては次第に達成
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できなくなった。そうしたなかで，まず近隣地域

から，そして遠隔地からの労慟力の流入が発生し

大規模化していった。労慟力移動の地域的開放竹

は，特に労働Ih場が組織化される以前の段階では

かなり高く，途l1玉］で舟般的に見られる現象とあ

まり変わらないように思われる。同時に，技術・

資本の集約度が低いというt述した市場調節型の

企業の性格は労働力の同し階層内での部門間移動

を容易にしている。しかし，階層間の労慟力移動

は制度的要因も絡んているためいまだにそれか難

しいのが現状てある。すなわち．華南においても

労働市場の階附化は依然として存在している。

さて，本文の分析結果を踏まえながら，効率的

な労働市場の形成と改善を進めていくうえで，華

南労働市場の現存する問題を示しておこう。第 1

に、都市セクター内のフォーマルセクター，とり

わけ国営企業における労働採用と賃金決定は依然

として労慟局の厳しいコントロール下で行なわれ

著しい硬直性をhする。たとえば．企業は労働行

募集の自主権を一l心りえられているが， 1心沿資格

の中に応尊者の「戸口」や出身地等の条件が明記

されなければならないとされている。結局，農村

と都市の間に厚い制度的壁か以前のまま存在し．

公正な競争環境はなかなか形成されない。賃金決

定の面においても，介党はあまり決定権を持たす，

国営企業の相対的低竹合は従業員の流出を促す＾

因ともなっている。

第2に、「先城鎮後農村，先本地後外地」とい

う地元優遇政策が示すように，労働力の質を問わ

す弓省外の労働力を排除し，省内の貧しい農村地

域を優先的に考慮することは，第 1と同じ性格の

問題であり，競1的労働市場の形成を妨げかねな

し'o

第 3に，労働Ifi場の組織化が進められているか，
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それもまた行政あるいは準行政的なやり｝jに依{f

し，長期的に見て．それが競争的労働rfi場の形成

と運営にとってプラスになるか否かは疑問と言わ

ざるをえない。むしろ，労慟組合法も含めた労慟

立法を進めて．労働市場運営の秩序づくりに重点

が置かれるべきであろう。

最後に．現段階の労慟市場における慣打として．

雇tも労働供給者もきわめて短期的な行動をとり

がちである。終身府用と言わなくても．胴用また

は勤続期間の長期化と熟練度との正の関係を考え

ると．より安定的な労使関係の構築が必要となろ

う。たとえ現在の労働集約型の加工工業にとって

短期的な雇用淵僻かよいとしても，将来の紆済構

造の高度化に対応てきるかは問題であろう。

本稿は，華南労慟市場の形成過程，基礎構造と

主な特徴，そして労働市場の形成メカニズムと運

営メカニズムについて重点的に考察を行なったが．

賃金決定や賃金格差の検討は．ここではデータの

制約もあって今後の課題とせざるをえない。

〔付記〕 舶rfiにおける労働市場の実態調牡に‘J_iた

って、松下国際財団からこ援助を賜りました。調脊

過程のなか． ヒ海社会科学院部門経済研究所の王振

氏（現在京都大学大学院）にご協力頂きました。こ

こに出して感謝の意を表したい。

（桃山学院大学経済学部専仔講師）

53 


	はじめに
	I 労働市場の形成過程と構造
	II 労働市場の特質
	III 労働市場の形成メカニズム
	IV 労働市場の運営メカニズム
	むすび

